
河合塾調査　2006年度　工学系学科学士課程の教育システムに関するアンケート調査結果より

広島国際学院大学　工学部　バイオ・リサイクル学科

【英語教育】

科目名 実施学年必修・選択

内容 特別には科目を設置していないが、「学習・活動記録」ノートに英語の日記を付けるような指導もして

いる。

実施してい

る主な内容

（実施して

いるものに

○）

1.日常的な話題についての英語の談話を聞き、その中の情報・考えなどを理解できること　　　　　　　　　　　　

2.幅広い話題についての英語の文章を読み、その中の情報・考えや書き手の意図などを理解できること　　　　　　

3.自らが持つ情報・考えなどを、英語の談話や文章で場面や目的に応じた表現を用いて述べられること　　　　　　

4.英語で書かれた解説や論説・学術論文などを筆者の意図に沿って読解し、その内容を日本語で説明できること

【技術者倫理】

科目名 技術の倫理学Ⅰ･Ⅱ 必修・選択 選択 実施学年 2年

内容 情報、遺伝子、地球環境、ごみ問題等を通して技術者倫理を学ぶ

【コミュニケーション教育】

科目名 大学共通科目として、コミュ

ニケーションⅠ・Ⅱ

必修・選択 選択 実施学年 1年

「コミュニケーションⅠ、Ⅱ」とは別に、本学科内で導入教育、或いは解体工学概論等でディベート実

習を展開すると共に、物理実験、課題探求、環境創成科目等の実験・実習ではグループ学習と発表会を

取り入れている。グループは年次ごとに編成しなおし、グループ指導スタッフを配置している。また、

「学習・活動記録」ノートを全学生に配布しグループスタッフが文章指導等を行っている。

内容

実施している

主な内容　　

（実施してい

るものに○）

○ 1.自分の意見・主張などを、日本語の談話や文章で、分かりやすく模範的な表現を用いて述べられること　　　　　

2.他者の意見・主張に真摯に耳を傾け、的確に理解したうえで、問題点を指摘できること　　　　　　　　　　　　

3.口頭発表にあたって、聴衆の反応に適切に対応し、質疑に対しても的確に応対できること

○

○

【創成教育】

科目名 課題探求Ⅰ・Ⅱ、環境創成科

目Ⅰ・Ⅱ、課題探求（自主学

習科目）

必修・選択 必修 実施学年 1･2･3年

内容 技術分野で必要な基礎技術（真空、光、低温、微生物培養、遺伝子判定等）、並びにバイオ技術、リサ

イクル技術等のテーマを提示し体験学習させる。1年次～3年次に必修としてカリキュラム上に設定し卒

業研究に結びつける。

【インターンシップ】

科目名 インターンシップⅠ･Ⅱ（大学

共通）、自主学習（学科独

自、広島循環型社会推進機構

に実施するインターンシップ

制度に参加予定）

必修・選択 選択 実施学年 3年

1学年あたりの参加率

実施期間

内容 本学科スタッフから2名の理事を派遣している「広島循環型社会推進機構」に加盟する企業が学生を募集

する（本年度夏より実施予定）その他、産学連携事業として学生参加型の企業技術の実証試験を実施し

ているが、これらの企業に短期間派遣している。



河合塾調査　2006年度　工学系学科学士課程の教育システムに関するアンケート調査結果より

広島国際学院大学　情報学部　情報デザイン学科

【英語教育】

科目名 実施学年必修・選択

内容

実施してい

る主な内容

（実施して

いるものに

○）

1.日常的な話題についての英語の談話を聞き、その中の情報・考えなどを理解できること　　　　　　　　　　　　

2.幅広い話題についての英語の文章を読み、その中の情報・考えや書き手の意図などを理解できること　　　　　　

3.自らが持つ情報・考えなどを、英語の談話や文章で場面や目的に応じた表現を用いて述べられること　　　　　　

4.英語で書かれた解説や論説・学術論文などを筆者の意図に沿って読解し、その内容を日本語で説明できること

【技術者倫理】

科目名 情報社会と倫理 必修・選択 選択 実施学年 2年

内容 特に情報に関する以下の項目を通して、技術者の倫理問題を考える。・情報倫理の必要性、・セキュリ

ティ、・ハッカー行為とウイルス、・個人情報、・プライバシー、・情報操作、・知的所有権、・コン

ピュータ犯罪

【コミュニケーション教育】

科目名 文書処理とプレゼンテーショ

ン

必修・選択 必修 実施学年 1年

プレゼンテーションの組み立て方、情報の収集と整理方法、Webを利用した情報検索・収集、マルチメデ

ィアを利用したビジュアル表現例、プレゼンテーションでの静止画・アニメーションの役割、音を伴う

プレゼンテーション、シナリオの役割、プレゼンテーションツールを使った実習、プレゼンテーショ

ン、評価

内容

実施している

主な内容　　

（実施してい

るものに○）

○ 1.自分の意見・主張などを、日本語の談話や文章で、分かりやすく模範的な表現を用いて述べられること　　　　　

2.他者の意見・主張に真摯に耳を傾け、的確に理解したうえで、問題点を指摘できること　　　　　　　　　　　　

3.口頭発表にあたって、聴衆の反応に適切に対応し、質疑に対しても的確に応対できること

○

○

【創成教育】

科目名 情報デザイン基礎、課題探求 必修・選択 必修 実施学年 1･3年

内容 情報デザイン基礎では、主として美術館見学を中心に据えて自らの感性を伸ばすきっかけをあたえてい

る。課題探求では、研究テーマの探求、文献調査、実験計画、報告書作成、発表会の一連のプログラム

を２～３名のグループで実施する。

【インターンシップ】

科目名 インターンシップⅠ・Ⅱ 必修・選択 選択 実施学年 3年

1学年あたりの参加率 10％

実施期間 １ヶ月以内

内容 座学１単位、実習に着いてはないように基づき１～最大３単位を認定。




